
◎基本情報

◎事業概要（PLAN)

事業費推移
（千円）

①合同就職面接会
の開催
②市内企業おしごと
体験事業・ＩＣＴ活用
教育推進事業の実
施
③県外の移住交流
センターへのチラシ
配布

①コロナウイルス感
染症対策を踏まえた
合同就職面接会の
開催
②市内企業おしごと
体験事業

実施計画兼評価シート（令和元年度事業分）
【計画ベース】

事業
区分 継続 事務事業名 就職マッチング事業

担当
部署

経済建設部　経済局　商工政策課

事業No.95

総合計画体系 根拠法令
計画など

雇用対策連携協定、鳴門市中小企業振興基本
条例基本政策(大項目) 1 うきうき活力と魅力あふれるまちづくり

政策(中項目) 1 豊かで活力あふれるまち　なると

事業
期間

開始 24

就職機会の拡大

年度

終期

　　　(小項目) 産業
施策 2 雇用の安定

基本事業 1

目的

人材を求める市内企業と求職者とのマッチングを促
進することで、地場産業の振興に寄与するとともに、
地元企業を知る機会を創り出し、地元就職を促進さ
せる。

事業
内容
（R1)

①ハローワークと連携し、合同就職面接会、子育て中の方や
高齢者向けミニ面接会を開催した。
②地元企業を知る機会を設け、勤労観を醸成することを目的
に、市内の学校や関係機関と連携して事業を行い、その成果
をまとめた冊子を作成した。

実施
方針

①ハローワークと連携し、合同就職面接会等の開催
②小中学生を対象にした、地元企業を知り、勤労観
を醸成するような事業の実施
③働き方に関する情報の発信や相談業務を行う

当初
からの
変更点

指標名 平成29年度実績 平成30年度実績見込 令和元年度目標 令和2年度目標 令和3年度目標 単位

活動指標
実施した事業の活
動量を示す指標

1 就職面接会の参加人数 57 38 40

単位

就職者数（臨時雇用含む）

40 40 人

2

10 人

成果指標
対象にどのような効
果があったか示す指
標

指標名 平成29年度実績 平成30年度実績見込 令和元年度目標 令和2年度目標 令和3年度目標

令和元年度 令和2年度

14 12 10 10

令和3年度

各年度の実施
（予定）内容

①合同就職面接会
の開催
②市内企業おしごと
体験事業・ＩＣＴ活用
教育推進事業の実
施

継続

事業の
実施内
容推移

年度 平成29年度 平成30年度

①合同就職面接会
の開催
②市内企業おしごと
体験事業

年　　度
令和元年度

令和２年度 令和３年度
当初予算額 補正予算額・繰越額等 全体予算額

計 1,345 0 1,345 893 893

第六次総合計画後期基本計画の成長戦略に該当の有無 次期総合戦略掲載予定の有無 SRP2020該当の有無

ふるさと納税寄附金等要求 ボートレース鳴門まちづくり基金活用予算要求



◎評価（CHECK)

◎今後の方向性(ACTION)

↓今後の方向性を踏まえた上で、以下の欄に記入してください。

①合同就職面接会、ミニ面接会の開催
②おしごと体験事業

前年度の実施内容を検証し、決定する。

①ハローワークと連携し、合同就職面接会、高齢者向けミニ面接会を開催した。
②地元企業を知る機会を設け、勤労観を醸成することを目的に、市内の学校や関係機関と連携して事
業を行い、その成果をまとめた冊子を作成した。

令和2年度については、令和2年1月に国内で初感染者が確認され、4月7日には日本全体に緊急事態宣言が発出され、新
型コロナウイルス感染症の影響により、例年のような面接会の実施が難しくなっているため、新しい生活様式に対応した面
接会の実施を検討する。

862,499

34

6

1,053,558

0

0

前年度からの繰越決算額

目標達成率(実績/目標)

事務事業名 就職マッチング事業

【実績ベース】
◎実施結果（DO)

事業
実施
内容

令和元年度実施内容

指標名 平成30年度実績 令和元年度実績 令和2年度目標 令和3年度目標 令和4年度目標 単位

活動指標
実施した事業の活
動量を示す指標

1 就職面接会の参加人数 38 40 40 40 人

2

成果指標
対象にどのような効
果があったか示す
指標

就職者数（臨時雇用含む） 12 10 10 10 人

60.0 ％

決算額 令和2年度への繰越額 最終事業費

計 1,106,138 0 0 1,053,558

年　　度 平成３０年度決算

00

0 0

県支出金 0 0 0 0

0

0

その他 270,354 0 0 191,059191,059

0使用料・手数料 0 0 0

地方債 0 0 0

就職者数は前年度に比べて減少したが、雇
用対策を行う上で、必要となる連携体制は概
ね構築ができており、雇用状況や求職者の
ニーズを考慮し、今後もより効果的効率的に
事業を進めていくことが重要である。

一般財源 835,784 0 0 862,499

財
源
内
訳

国庫支出金 0

C:あまり目標を達成できなかった

令和元年度決算

今年度の進捗状況 ほぼ計画どおり 事業全体の進捗状況 ほぼ計画どおり

成果指標に対
する評価

指標名 就職者数（臨時雇用含む）

成果指標に対
する所見

2.要改善

目標

3.現状維持 4.拡充

10 人

実績 6 人

評価

事業費推移
（円）

3

実施内容

令和２年度

令和３年度

課題

今後の方向性 1.廃止


